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9. 研究実績の概要

本研究課題は、撮影者の意図に起因する重要領域推定の実現とそのアプリケーションの開発を目標とする。２６年度は下記の課題に取
り組んだ。
（１）重要領域推定のための新しいモデルの開発：　映像に対して画素ごとにその重要度を算出するための新しい重要領域モデルを開
発した。このモデルでは、Bag-of-Wordに基づく点軌跡の動き特徴量を新たに利用し、点軌跡に対して算出された重要度を周辺の画素
に伝播させることで画素ごとの重要度を与える。推定された重量領域と撮影者によって指定された真の重要領域の一致度合いをROC曲
線下面積（Area Under Curve; AUC）により評価した。
（２）注視点と撮影者の意図に起因する重要領域の関係の分析：　視聴者の注視点と重要領域の関係を明らかにするために、視点解析
装置により得られた10本の映像に対するそれぞれ20名の注視点と、撮影者によって指定された映像中の真の重要領域の一致度合いを、
課題（１）と同様にAUCにより評価した。
（３）重要領域推定の映像要約への応用の検討：　本研究課題で開発した撮影者の意図に起因する重要領域推定を利用する新しい映像
要約手法の基礎的検討を開始した。この手法はブログやSNSなどに投稿するための要約映像の生成を目的とし、ユーザがブログやSNSな
どのために記述したテキストと映像に付与されたアノテーションに基づいて映像を要約する。このとき、映像中のオブジェクトの重要
度の決定に、本研究課題で開発した重要領域推定の利用を考える。
（４）重要領域推定のプライバシー保護への応用：　重要領域推定手法を応用したプライバシー保護処理システムの派生的研究として
、人物に特化した重要領域推定手法を利用し、撮影者の意図に応じてプライバシー保護対象を決定するシステムにおいて、プライバシ
ー保護対象の表情を維持しつつ個人の特定を困難にする手法を開発した。

    （１／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

課題（１）の結果、AUC（0から1までの値をとり、1が最も良い）の中央値は0.38程度となった。この評価において、映像フレーム中に
真の重要領域が存在しない場合にAUCを0とした。AUCとしては高くないことから、今後の精度向上が望まれる。また、課題（２）にお
いて、注視点と真の重要領域の一致度合いは課題（１）と同じAUCによる評価で0.2程度であった。この結果から、映像視聴者の注視点
と真の重要領域の相関は必ずしも高くないと言える。一方で、注視点を収集した被験者数が20名と少ないため、被験者数を増加させる
などの上での追加実験が望まれる。課題（３）では、現在までに手作業によってアノテーションを付与した映像から与えられたテキス
トに沿った要約映像を生成する手法を確立し、被験者実験によって要約映像がテキストをよく表すとの結果が得られている。課題（４
）についても、撮影者にとって重要な人物以外の人物（非重要人物）の顔領域に対して開発したプライバシー保護処理手法を適用する
ことにより、表情を維持しつつプライバシーが保護可能であることを実験的に明らかにした。
本研究課題において、26年度は（A）重要推定領域のためのモデルの検討・実装と（B）重要領域推定の精度の実験的検証を予定してお
り、上記の課題（１）、及び（２）により26年度に予定していた研究は遂行できたと考える。一方で、25年度に予定していた映像視聴
者の注視点と真の重要領域の関係の検証については現時点で不十分である。重要領域推定の応用に関する研究は27年度に予定しており
、これについては予定を繰り上げて実施することができた。以上より、実施予定に比べて多少の前後はあるものの、概ね順調に進展し
ているものと考える。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)視線解析

撮影者の意図 重要領域推定 点軌跡 視覚的注意モデル

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

次年度は以下の課題に取り組む。
・重要領域推定精度の向上：　本年度の課題（１）により、現在のモデルによる重要領域推定の精度は現時点で高くない。これは、重
要領域推定のための特徴量に関する知見が十分に得られておらず、適した特徴量を利用できていないためであると考える。そこで、深
層学習により重要領域推定に適した特徴量を学習するなどにより、推定精度の向上を目指す。
・注視点と真の重要領域に関する追加実験：　本年度の課題（２）では、注視点と真の重要領域に関して十分な知見が得られなかった
。この原因として、被験者数が十分ではなかったことなどが挙げられる。そこで、被験者数を増加させる、もしくは評価方法を見直す
などした上での追加実験などにより、注視点と真の重要領域の関係を明確化する。
・重要領域推定の応用：　本年度に引き続き、重要領域推定の応用に関する研究を推進し、重要領域推定の有用性を確認する。

（理由）
国際会議、国内会議参加のための旅費の変動のため。

（使用計画）
国際会議参加費などに充当予定。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２６年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計( ０ )件　　うち査読付論文　計( ０ )件

〔学会発表〕　計（ ５ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

発　表　場　所

発　表　場　所

発　表　場　所

トリノ（イタリア）

トリノ（イタリア）

ホテル阪急エキスポパーク（大阪府吹田市）

発　表　者　名

発　表　者　名

発　表　者　名

Yuta Nakashima, Tatsuya Koyama, Naokazu Yokoya, and Noboru Babaguchi

Mayu Otani, Yuta Nakashima, Tomokazu Sato, and Naokazu Yokoya

Yuta Nakashima and Naokazu Yokoya

発　　表　　標　　題　　【発表確定】

発　　表　　標　　題　　【発表確定】

発　　表　　標　　題　　【発表確定】

Facial expression preserving privacy protection using image melding

Textual description-based video summarization for video blogs

Point trajectory-based inference of what the videographer wanted to capture

学　会　等　名

学　会　等　名

学　会　等　名

IEEE International Conference on Multimedia and Expo

IEEE International Conference on Multimedia and Expo

第18回画像の認識・理解シンポジウム

発表年月日

発表年月日

発表年月日

2015年06月29日～2015
年07月03日

2015年06月29日～2015
年07月03日

2015年07月27日～2015
年07月30日

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

最初と最後の頁査読の有無

論　　文　　標　　題著　者　名

巻 発行年雑　　誌　　名

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／5）
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〔図書〕　計（ ０ )件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

発明者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号権利者

奈良先端科学技術大学院大学（奈良県生駒市）

総ページ数書　　名 発行年

出　版　社著　者　名

大谷 まゆ, 中島 悠太, 佐藤 智和, 横矢 直和

発　表　場　所

発　表　場　所

奈良先端科学技術大学院大学（奈良県生駒市）

発　表　者　名

発　表　者　名

大谷 まゆ, 中島 悠太, 佐藤 智和, 横矢 直和

平成26年  電気関係学会関西連合大会

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

テキストと映像の類似度を用いた映像要約

2014年11月23日～2014
年11月24日

学　会　等　名

学　会　等　名

電子情報通信学会 パターン認識・メディア理解研究会

発表年月日

発表年月日

2015年01月22日～2015
年01月23日

テキスト記述を用いてユーザ意図を反映する映像要約

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／5）
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〔取得〕　計（ ０ )件

15.備考

出願年月日

権利者産業財産権の名称 国内・外国の別産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （5／5）


